
潮騒の島       松下 幹生             

 

傷心の この身の辛さ 癒すため 
やって来ました 潮騒の島 
新治と初江を 我が身と捉（とら）え 
なさぬ仲 あなたと私 
釣りあわぬ恋 見つめる為に 
監的哨（かんてきしょう）の この島へ 

 
 
「のうが火を この火を跳んで 来たならば！」 
勇気をもって 飛び出せば 
気持ちがひとつに なる筈だった 
踏み込めぬ あなたと私 
親の引け目が 災いとなり 
早（はや）引き裂かれ ひとり旅 

 
 
荒波の 鳥羽の港を 船が出る 
後ろ髪引く 面影を 
神島灯台 巡って捨てる 
そんな時 あなたの姿 
私を追って 伊勢の島まで 
離しはしない いつまでも 

 
 
 

 


